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シュルット（常温収縮チューブキット）取扱説明書

①ケーブル導体の剥き出し
導体を表に示す寸法に剥き出します。

②常温収縮チューブの挿入
常温収縮チューブをケーブルに挿入します。

コアリボンはチューブの内部を通します。

③導体の接続 ④常温収縮チューブ取付位置のマーキング

キット内容

常温収縮チューブ・・・３本

絶縁シート・・・・・・３枚

圧着スリーブ・・・・・３個

・本品は、低圧ケーブルの直線接続部の絶縁、保護を行うものとなります。その他の用途には使用しないでください。
・本品は、屋内用となります。屋外で使用しないでください。
・作業を行う前に、この説明書をよく読んでから使用ください。
・接続するケーブルとキットの選定があっていることを確認してください。

⑤絶縁シートの巻き付け

⑥常温収縮チューブの取付（コアリボンの引抜）

常温収縮チューブを挿入していない側のケーブル
シースの端部から30mmの位置に、テープやマジック
等でマーキングをします。

絶縁シートの中央が圧着スリーブの中央にくるようにセットします。

絶縁シートを軽く引っ張りながら、シートが密着するように巻き付けます。

ケーブルサイズに合った圧着スリーブでケーブル同

士を接続します。適切な工具を使用してください。

マーキング位置にチューブ先端を合わせ、先端が収縮するまでチューブ本体を時計回りに回転させてながら、

コアリボンをまっすぐ引っぱります。

先端が収縮したらチューブ先端がマーキング位置に合うようにチューブをずらします。

チューブ先端の収縮後、コアリボンを反時計回りに回転させながらコアリボンを引き抜き、チューブを収縮

させます。

チューブ表面に傷などの異常がないか確認します。
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※仕様及び外観は、予告なく変更されることがありますのでご了承ください。本書に記載している事項、技術上のデータ技術上のデータ並びに推奨は、すべて当社の信
頼している実験に基いていますが、その正確性もしくは完全性について保証するものではありません。使用者は使用に先立って製品が自己の用途に適合するかを判断
し、それに伴う危険と責任の全てを負うものとします。売主及び製造者の義務は、不良であることが証明された製品を取り替えることに限定され、それ以外の責任は負い
ません。本書に記載されていない事項もしくは推奨は、売主及び製造者の役員が署名した契約書でない限り、当社は責任を負いませんのでご了承下さい。

型式名称 YS-830-71-〇〇
製造年月 年　　　月
使用期限 年　　　月
ロット

250/325

型式名称
ケーブルサイズ

[mm2]

100
YS-830-71-07 150
YS-830-71-08 200

YS-830-71-06

YS-830-71-09
YS-830-71-05 60

YS-830-71-02 14
YS-830-71-03 22
YS-830-71-04 38
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ご注意ください。常温収縮チューブを切断しないでください。切断部から裂けが生じる可能性があります。

常温収縮チューブに傷が入らないようなケーブル敷設をお願いします。
（無理な荷重や折り曲げ、エッジ部との接触などにご注意ください。）

常温収縮チューブを切断しないでください。切断部から裂けが生じる可能性があります。

商品到着後、10日以内に製品に不良があれば良品と交換対応させて頂きます。

※使用環境時の気温が低い場合、収縮スピードが遅くなります。
（収縮が遅い場合は、製品を温めて頂くと速くなります。）


